
令和４年度森林環境譲与税の使途



成田市の森林環境譲与税の使途内訳

事業名 事業内容 決算額

財源内訳

森林環境
譲与税

基金
取崩額

基金
運用益

その他

重要インフラ施設周辺森
林現況調査委託料

重要インフラ施設周辺の森林整備を実施するにあ
たり、実施個所を選定するために現況調査を実施
した。

1,074 1,074

重要インフラ施設周辺森
林整備業務委託料

重要インフラ施設周辺の森林について、被害木や
倒木の恐れがある樹木の伐倒・搬出、跡地への植
栽を実施した。

16,774 9,209 7,565

里山保全ボランティア研
修業務委託料

森林整備の担い手不足を解決するため、里山活動に
興味がある方や自然と触れ合う機会を持ちたい方を
対象に、里山活動についての研修を実施することで、
担い手の育成を図った。

374 374

森林クラウド回線使用料
林地台帳などの森林関連情報を県と共有し、業務
効率化を図るため、森林クラウドを使用した。

83 83

森林保全事業（現場消耗
品）

森林整備に係る現地調査や完了検査を行うために
必要となる、測量杭やナタ、ノコギリなどの消耗
品を購入した。

61 31 30

森林環境整備基金積立金
森林の整備及びその促進に関する施策に備え積み
立てた。

19,762 19,762

（単位：千円）



令和4年度に実施した主な事業



 成田市では、令和元年の台風による大量の倒木が、道路や電線などの重要インフラ施設に多大な被害をもたらしたため、本市が主体と
なって、重要インフラ施設の倒木被害を未然に防止するための森林整備を進めていく方針である。

 令和4年度においては、前年度に実施した森林の現況調査の結果や市民からの要望等をもとに選定した市内3か所において、県の災害に
強い森づくり事業や森林環境譲与税を活用し、被害木や倒木の伐倒・搬出、跡地への植栽を実施した。

□ 事業内容

前年度に実施した現況調査の結果や市民からの要望等を踏まえ、市

内3か所において、被害木や倒木の恐れがある樹木の伐倒、搬出、跡

地への植栽を実施した。

【事 業 費】16,774千円（うち譲与税9,209千円）

（譲与税は、樹木の伐倒・搬出・跡地に充当）

【実 績】特殊地拵え1.22ha 被害材運搬395.9ｔ 植栽0.91ha

重要インフラ施設周辺森林整備
森林整備

（事業実施前） （事業実施後）

・令和元年の台風では、市内において大量の倒木が発生。道路や電線が

遮断し、停電や交通障害の原因となった。

・令和４年度に森林整備を実施した大栄地区は、最も停電被害が深刻で

あった。

□ 取組の背景

□ 取組の効果

・倒木の恐れがある樹木や被害木を伐採し、中低木の広葉樹を植栽する

ことで、倒木の恐れがなくなり、市民の安心で安全な生活を確保する

ことができた。

・同様の理由により、本市の避難所となっている旧小学校への送電が遮

断されるリスクが軽減されたため、避難所の確実な運営が期待できる。

・イロハモミジやヤマザクラなど、華やかな広葉樹を植栽したことによ

り、良好な景観の形成が見込まれる。

□ 整備場所（所地先） （googleマップを引用）



 成田市では、森林所有者の高齢化や住民の移転等により、荒廃した森林が増加しており、担い手の確保が急務となっている。

 そこで、里山活動に興味がある方や自然と触れ合う機会を持ちたい方を対象に、里山活動についての研修を実施することで、担い手と
して育成を図る方針。

 令和4年度は、市内延べ30名の方に対して竹の伐採などの現場実習や里山活動の見学会などを組み込んだ全4回の研修を実施。

□ 事業内容

• 市内延べ30名の方に対し、全4回の研修を実施。研修の内容
は、里山活動についての座学や見学会、森づくりのプランニ
ング、竹の伐採などの現場実習である。

【事 業 費】374千円（全額譲与税）

【実 績】・全4回実施

・市内延べ30名の方が参加

※研修生は全4回の研修に参加することで、里山活

動に必要なスキルを習得できる内容とした。

里山保全ボランティア研修人材育成

（見学会の様子） （竹炭作りの様子）

□ 工夫・留意した点

・座学だけでなく、現場実習や見学会を組み込むことで、里山活動に

必要なスキルや知識を習得しやすい研修内容とした。

・すでに活動する里山保全ボランティア団体を研修生に紹介すること

で、研修生が里山活動に参加しやすいよう工夫した。

□ 取組の効果
・今回の研修会を通して、市民の方々へ森づくりの楽しさや大切さを

伝えることができ、市民の方々が森づくりをはじめる良いきっかけ

となった。

・受験者の中には、研修会にご協力いただいた里山保全ボランティア

団体に加入された方もおり、市民の方々と団体をつなぐ出会いの場

となった。

（チェンソー体験の様子）

□ 研修の様子


